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決して急ブレーキをかけないで下さい。周囲の車の状況を確
認しながらゆっくりと減速し、あわてずに左側路肩に停車し
て、エンジンを止めましょう。
長大のり面（大きく山を削った斜面等）の下、トンネルの出入
り口付近では、震度によっては、崩落の危険がありますので、
極力、その場所をさけて停車しましょう。

高速道路では計測震度5.0（震度5強に相当します）以上で
通行止めを行い、道路の点検を行います。
※区間によっては、通行止め基準が異なる場合があります。

休憩施設で強い地震に遭遇したら、係員や拡声放送の避難誘
導に従いましょう。

大地震の場合、本線車道は、緊急車両が通行することになり
ます。



 新潟地震では、「もっと大きいのがくる」という流言に、人々はパニックに
似た心理状態になりました。関東大震災では、放火だというデマで恐ろしい
暴動に似た状態になりました。現代社会でも、地震の怖さに変わりなく、地
震時の人心の不安は大きいものです。一部の人のデマに惑わされず、ラジ
オ等公共の情報を信頼し、慎重な行動をとるようにしましょう。

エンジンを停止後、後続車両による追突事故の防止の
ため、ハザードランプを点灯するとともに、安全を十分
確認のうえ停止表示器材を設置してください。

他の通行車両による事故防止のため、車内や路肩には
残らず、ガードレールの外側など、避難できる場所かど
うか十分に確認のうえ、安全な場所にすみやかに避難
しましょう。

情報収集の手段については、P.10以降にも記載してい
ます。

以下のことにご留意ください。

デマや流言に惑わされないよう、警察や高速道路会社
からの指示・案内、またはラジオ（携帯ラジオやスマート
フォンのラジオ聴取用アプリ等）による公共機関からの
情報に従い慎重に行動してください。（特に沿岸部に
おいては、津波が来る可能性がありますので、津波の高
さや到達時間等について確認してください。）

路肩等に車両を停止させる際には、余震などへの予防措置
のため、前後の車両との間隔を空けるようにしてください。

エンジンを停止させ、窓ガラスをしっかりと閉めましょう。
ドアはロックせず、エンジンキーを車内に残しておきま
しょう（キーレスエントリーキーも同様）。
※救助活動や事故処理に支障をきたす場合、車両を
　移動する場合があります。
可能であれば車内に連絡先を記したメモを残しておき
ましょう。

貴重品等は、車内に残さないようにしましょう。

《災害状況等に関する情報提供について》
災害状況や交通状況に関する情報については、道路情報板や
ハイウェイラジオ、高速道路会社各社のHP、また警察や高速
道路会社のパトロールカーに搭載のスピーカー、休憩施設の拡
声放送等によって提供されます。（情報収集のための各種ツー
ルについては後掲の内容をご参照ください。）

身の安全確保を最優先のうえ、周りの通行車両等に十
分注意しながら、可能な範囲で初期消火に努めましょう。
渋滞中の場合等には他の車両をまき込む可能性があ
ります。

万が一の車両火災の発生に備え、車両への消火器の
設置をご検討ください。（危険物積載車両には、法令に
より消火器の設置が義務付けられています。）

（参考）
災害対策基本法により、緊急の必要性がある場合、指定された区間で道路管理
者によって車両の移動の命令もしくは車両の移動を行うことがあります。



（１）水（500mlタイプのペットボトルを複数積んでおくと、持ち運びもしや
　　 すく便利です）

（２）食料（缶切り不要の缶詰めや乾パンなど、調理なしで食べられるもの）
（３）懐中電灯等の灯火類
（４）携帯ラジオ（車がこわれて、カーラジオが聞けないことがあります）
（５）応急医薬品
（６）毛布 （７）ロープ （８）携帯簡易トイレ
（９）カイロ 又は 瞬間冷却剤 （１０）消火器
（１１）車からの緊急脱出用ハンマー
（１２）停止表示器材（高速道路本線車道等で故障等により停止する場
 合、表示が義務付けられています。）

車両火災・道路の異状・交通事故などを発見したと
きは、本線上（１㎞おき）、トンネル内（２００ｍおき）、
インターチェンジ、SA、PA、バスストップ、非常駐車帯
に設置されている非常電話で連絡して下さい。（受話
器をあげるだけで道路管制センターにつながります）

地震発生直後などは、連絡が集中し非常電話が通じ
ない場合があります。非常電話が通じない場合は、
１１0番や道路緊急ダイヤル（＃9910 または国土交
通省 LINE 通報アプリ）をご活用いただくか、インタ
ーチェンジ近くの場合は料金所までご連絡をお願い
します。

国土交通省道路緊急 ダイヤル(#9910)
友だち追加は右記の二次元コードから
※LINEアプリについての詳細は国土交通省ホームペ
ージをご確認ください。

非常電話

SOS





NEXCO中日本
“高速道路交通安全セミナー”

出張講座 NEXCO中日本
“高速道路交通安全セミナー”

出張講座

https://www.driveplaza.com/

https://ihighway.jp/

各高速道路会社のX（旧ツイッター）でも、高速道路情報をお知らせしています。

https://www.c-ihighway.jp/

「STOP！ NAGARA DRIVING PROJECT」（通称「SNDプロジェ
クト」）は、ながら運転に代表される交通事故につながる危険運転を
撲滅し、高速道路における交通事故ゼロを目指す交通安全啓発プロ
ジェクトです。

NEXCO 中日本「高速道路交通安全セミナー」は、「いつでもどこ
でも」をモットーに安全運転のポイントをご説明する無料出張講座
です。写真やデータを織り交ぜながら、社員がご説明します。参加
人数 30 名程度から、会場はお申込者様でご用意ください。

■ハイウェイラジオ 1,620KHz
�左の標識の箇所でカーラジオAM1,620KHzに
あわせると、情報板より詳細な情報（渋滞・事
故・工事など）が聞けます。

■�所要時間情報板
�本線上にあり、
主要目的イン
ターチェンジま
での所要時間を
表示していま
す。■VICS

VICS対応のナビゲーション
を搭載していれば、走行箇
所の道路情報が無料で得ら
れます。

■広域情報板
ジャンクション手前など、本
線上の主要ポイントにあり、
広範囲の道路情報を表示して
います。

■本線情報板
�本線上のインターチェンジ手前にあり、
当該インターチェンジから先の道路情報
を表示しています。

走行中にチェック

SA・PAでチェック
■情報ターミナル
�主要なサービスエリア・パーキングエリアでは、
路線図のパネルやテレビ画面にて、より広いエ
リアの道路情報を表示しています。

■インフォメーション
サービスエリア内にて、道路情報や通行料金な
どに関するお問い合わせを受け付けています。

■料金所情報板
�料金所にあり本線上の道路情報を表示し
ています。

■IC入口情報板
各インターチェンジ手前の一般道にあり、本線
上の道路情報を表示しています。

安全なドライブは情報のキャッチか ら
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で検索道路交通情報

03 5308 2424


